
生
・
労
・
全

中

央

書

記

長

小

嶋

　

美

徳

■

結

成

�

周

年

　

全

電

線

（

全

日

本

電

線

関

連

産

業

労

働

組

合

連

合

会

）

は

、

１

９

４

６

（

昭

和

�

）

年

７

月

２

日

、

戦

後

復

興

の

混

乱

が

続

く

な

か

、

東

京

・

京

橋

公

会

堂

に

お

い

て

結

成

大

会

を

開

催

し

、

�

組

合

、

約

１

万

２

０

０

０

人

の

組

合

員

に

よ

る

産

業

別

労

働

組

合

と

し

て

、

そ

の

歩

み

を

始

め

ま

し

た

。

以

来

�

年

、

幾

多

の

経

済

不

況

や

産

業

構

造

の

変

化

な

ど

、

決

し

て

平

坦

と

は

い

え

な

い

時

代

を

乗

り

越

え

な

が

ら

、

歴

代

役

員

・

組

合

員

の

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

と

加

盟

単

組

の

固

い

結

束

、

そ

し

て

関

係

各

位

の

温

か

い

ご

支

援

に

支

え

ら

れ

、

着

実

に

発

展

を

重

ね

て

き

ま

し

た

。

２

０

２

６

年

１

月

現

在

で

は

、

�

組

合

、

２

万

８

１

１

２

人

の

組

合

員

を

擁

す

る

組

織

へ

と

成

長

し

て

い

ま

す

。

　

こ

の

た

び

、

全

電

線

は

結

成

�

周

年

と

い

う

大

き

な

節

目

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

長

き

に

わ

た

り

全

電

線

の

運

動

を

支

え

、

そ

の

発

展

に

情

熱

を

注

い

で

き

た

諸

先

輩

方

を

は

じ

め

、

す

べ

て

の

組

合

員

、

関

係

者

の

皆

様

の

ご

尽

力

の

賜

物

で

あ

り

、

改

め

て

深

い

敬

意

と

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

■

柔

軟

か

つ

主

体

的

に

対

応

　

現

在

、

電

線

関

連

産

業

で

は

、

生

成

Ａ

Ｉ

の

普

及

や

デ

ー

タ

セ

ン

タ

ー

需

要

の

拡

大

、

送

配

電

網

の

更

新

・

強

靱

化

な

ど

を

背

景

に

、

新

た

な

需

要

の

拡

大

が

期

待

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

人

手

不

足

や

資

材

価

格

の

高

騰

、

国

際

情

勢

の

不

透

明

化

な

ど

、

取

り

巻

く

環

境

は

複

雑

さ

を

増

し

て

お

り

、

こ

う

し

た

変

化

へ

の

的

確

な

対

応

と

持

続

的

な

産

業

基

盤

の

強

化

が

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

　

ま

た

、

社

会

全

体

に

お

い

て

も

、

Ｄ

Ｘ

・

Ｇ

Ｘ

の

進

展

や

Ａ

Ｉ

技

術

の

急

速

な

発

展

、

少

子

高

齢

化

・

人

口

減

少

な

ど

、

大

き

な

転

換

期

を

迎

え

て

い

ま

す

。

働

き

方

や

産

業

の

あ

り

方

が

大

き

く

変

化

す

る

な

か

、

労

働

組

合

も

時

代

の

潮

流

を

的

確

に

捉

え

、

柔

軟

か

つ

主

体

的

に

対

応

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

す

。

　

全

電

線

は

、

�

年

の

歴

史

の

な

か

で

培

わ

れ

て

き

た

「

相

互

信

頼

・

相

互

理

解

」

の

精

神

を

基

調

に

、

守

る

べ

き

基

本

と

変

革

す

べ

き

課

題

を

見

極

め

つ

つ

、

果

敢

に

挑

戦

し

て

い

き

ま

す

。

そ

し

て

、

産

別

と

加

盟

単

組

の

連

携

を

さ

ら

に

強

固

な

も

の

と

し

、

電

線

関

連

産

業

で

働

く

仲

間

の

雇

用

と

生

活

を

守

り

、

産

業

の

持

続

的

な

発

展

と

よ

り

良

い

社

会

の

実

現

に

向

け

、

こ

れ

か

ら

も

力

強

く

歩

み

を

進

め

て

い

き

ま

す

。


